２０１４年　第１８回オール関西ミスフィットネス選手権大会

２０１４年　第１０回オール関西ミスボディフィットネス選手権大会

ご　案　内

　　
この度第１８回オール関西ミスフィットネス選手権大会並びに第１０回オール関西ミスボディフィットネス選手権大会を開催するにあたり、参加者募集のご案内をさせていただきます。貴クラブにおかれましては、当選手権大会が盛大に開催されるために、１名でも多くの選手の参加をお願い申し上げる次第です。
開　催　要　項
日　　　時　　　　２０１４年７月２０日（日）　１２：４５開場　１３：００開始

会　　　場　　　　京都パルスプラザ 稲盛ホール 
京都市伏見区竹田鳥羽殿町５　TEL ０７５－６１１－００１１
主　　　催　　　　京都府ボディビル・フィットネス連盟

後　　　援　　　　公益社団法人　日本ボディビル・フィットネス連盟

協　　　力　　　　大阪ボディビル・フィットネス連盟、兵庫県ボディビル・フィットネス連盟

出場資格　　　　次のいずれかに該当する者で、他のボディビル団体に所属していたり、その団体の競技会に出場予定のない者にかぎる。
1 公益社団法人日本ボディビル・フィットネス連盟平成２６年度登録選手　　
2 個人登録選手
カテゴリー　　　 ミスボディフィットネス　 ①１５８ｃｍ以下級　　②１６３ｃｍ以下級　 ③１６３cm超級

ミスフィットネス（オーバーオール）

出 場 料     ３.０００円（ダブルエントリーの場合は４.０００円）

申込方法     所定の申込書に必要事項を記入し、所属クラブの捺印（個人は不要）をした上で、出場料を添え現金書留で、６月２０日（金）までに京都府連盟事務局に申し込んでください。
大会当日の参加申し込みや出場料等費用の支払いには応じられません。

※公益社団法人　日本ボディビル・フィットネス連盟公認ジムおよび同好会よりの選手は出場料を添えて、所属ジム・同好会一括で申し込むこと。

※個人出場は、出場料・加盟費２０００円（初年度のみ）・年会費４０００円が必要です。
申 込 先     京都府ボディビル・フィットネス連盟事務局　ＴＥＬ/ＦＡＸ 075－645－8897
             〒612-8422 京都市伏見区竹田七瀬川町81-7 パワーマンジム内
集合時間     審査員：１１：３０　選手：１１：００（大会会場ホール前に時間厳守で）
審 査 員     ＪＢＢＦ公認審査員
※フリーポーズで使用する曲の使用料を、日本著作権協会（JASRAC）に支払うことに
　　　　  なりました。該当する曲を使用する場合の使用料は、選手の個人負担となります。

ミスフィットネスのプレゼンテーション
第１ラウンド（ビキニラウンド）：順位付け審査
ビキニにパンプスまたはサンダル（ミュールは不可）を着用し、組単位で前面・左側面・背面・右側面・前面の順
にクォーターターンをしながらリラックスポーズをとり、シンメトリー、バランス、女性らしさ、マナー、肌の色ツヤ等

について審査。その後比較審査に移る。
※ ビキニ・シューズに関しては、オールジャパンミスフィットネス選手権実施要領を参照のこと。
第２ラウンド（フィットネスラウンド）：順位付け審査
　　 １名ずつ自分の選んだ音楽にあわせて９０秒以内のフィットネス・パフォーマンスを行う。パフォーマンスには、
エアロビクス、ダンス、体操や他のスポーツや武道による表現方法を採り入れることができる。選手は、全体的
な動きからルーティンを審査されまた、衣装までもが審査の対象となる。小道具類の使用は認められない。
このラウンドでは、パフォーマンスを主体に審査される。
　 　※ コスチュームやシューズは、パフォーマンスにあわせたもので裸足でもかまわない

　　 ※ 音楽メディアは、９０秒以内に編集した一曲だけを、ＣＤかテープに頭だしをしたものを持参のこと。

第３ラウンド（決勝ラウンド）：順位付け審査
ビキニにパンプスまたはサンダル（第１ラウンドと違うものは不可）で、第１・第２ラウンドで選出された６名の選手が、一列でクォーターターンをしながらリラックスポーズをとる。次に、指名された選手だけで同じようにリラックスポーズによるクォーターターンで比較審査が行われる。最後に、全員で同時にクォーターターンを行う。

ミスボディフィットネスのプレゼンテーション
第１ラウンド（ビキニラウンド）：順位付け審査
 黒のパンプスに黒のツーピースビキニを着用し、組単位で前面・左側面・背面・右側面・前面の順にクォーターターンをしながらリラックスポーズをとり、シンメトリー、バランス、女性らしさ、マナー、肌の色ツヤ等について審査。その後比較審査に移る。
※ このラウンドのビキニとシューズは、オールジャパンミスボディフィットネス選手権実施要領を参照のこと。
第２ラウンド（ワンピースラウンド）：順位付け審査
ワンピース水着とパンプスまたはサンダル（ミュールは不可）を着用し、組単位で前面・左側面・背面・右側面・

前面の順にクォーターターンをしながらリラックスポーズをとる。次に、指名された選手だけで同じよう
にリラックスポーズによるクォーターターンで比較審査が行われる。
※ ワンピース、シューズに関してはオールジャパンミスボディフィットネス選手権実施要領を参照のこと。
第３ラウンド（決勝ラウンド）：順位付け審査
自由なビキニにパンプスまたはサンダル（ミュールは不可）で、第１・第２ラウンドで選出された６名の選手が、一列でクォーターターンをしながらリラックスポーズをとる。次に、指名された選手だけで同じようにリラックスポーズによるクォーターターンで比較審査が行われる。最後に、再度一列になって全員で同時にクォーターターン。
※ このラウンドのビキニとシューズは、オールジャパンミスボディフィットネス選手権実施要領を参照のこと。
ウォーキング（ミスフィットネスの第２ラウンドを除くすべてのラウンド）
　　MCから呼ばれた順に舞台下手で挨拶の１ポーズをとってから舞台センターに行き、右1/4クォーターターンをしてフロントスタンスをとる。そこから指定位置まで進んでフロントスタンスから１ポーズ次に、ハーフターンをしてバックスタンスから１ポーズ、そのあと舞台後方に整列する。
　 全ての選手が揃ったら、舞台上手の選手を先頭に時計回りで一周し、次に舞台下手の選手を先頭に反時計回りで一周する。ウォーキングが終了したら次は、組単位のクォーターターンに移る。
